
 
⑧ 積極的支援の例 
a 支援パターン１（継続的な支援において個別支援を中心とした例） 

合計ポイント 
支援の 
種類 

回数 時期 支援形態 
支援 
時間 

（分） 

獲得 
ポイント 支援A 

ポイント

支援B 
ポイント

支援内容 

初回 
面接 

１ ０ 個別支援 ２０    ① 生活習慣と健診結果の関係の理解や生活習慣の振り返り、メタボリックシンドロームや生

活習慣病に関する知識と対象者本人の生活が及ぼす影響、生活習慣の振り返り等から生活

習慣改善の必要性を説明する。 
② 生活習慣を改善するメリットと現在の生活を続けるデメリットについて説明する。 
③ 栄養・運動等の生活習慣の改善に必要な実践的な指導をする。 
④ 対象者の行動目標や評価時期の設定を支援する。必要な社会資源を紹介し、有効に活用で

きるように支援する。  
⑤ 体重・腹囲の計測方法について説明する。 
⑥ 生活習慣の振り返り、行動目標や評価時期について対象者と話し合う。 
⑦ 対象者とともに行動目標・支援計画を作成する。 

２ ２週間後 電話B ５ １０  １０ 

３ 
個別支援 
(中間評価 ) 

２０ ８０ ８０  

４ 

１か月後 

e-mail B ５ ５  １５ 

５ ２か月後 個別支援 ２０ ８０ １６０  

継続的な

支援 

６ ３か月後 e-mail B ５ ５  ２０ 

① 生活習慣の振り返りを行い、行動計画の実施状況の確認や必要に応じた支援をする。 
② 中間評価を行う。 
③ 栄養・運動等の生活習慣の改善に必要な実践的な指導をする。 
④ 行動計画の実施状況の確認と確立された行動を維持するために賞賛や励ましを行う。 

評価 ７ ６か月後      ① 身体状況や生活習慣に変化が見られたかについて確認する。 
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b 支援パターン２（継続的な支援において個別支援と電話を組み合わせた例） 
 

合計ポイント 
支援の 
種類 

回数 時期 支援形態 
支援 
時間 

（分） 

獲得 
ポイント 支援A 

ポイント

支援B 
ポイント

支援内容 

初回 
面接 

１ ０ グループ

支援 
８０    ① 生活習慣と健診結果の関係の理解や生活習慣の振り返り、メタボリックシンドロームや生

活習慣病に関する知識と対象者本人の生活が及ぼす影響、生活習慣の振り返り等から生活

習慣改善の必要性を説明する。 
② 生活習慣を改善するメリットと現在の生活を続けるデメリットについて説明する。 
③ 栄養・運動等の生活習慣の改善に必要な実践的な指導をする。 
④ 対象者の行動目標や評価時期の設定を支援する。必要な社会資源を紹介し、有効に活用で

きるように支援する。  
⑤ 体重・腹囲の計測方法について説明する。 
⑥ 生活習慣の振り返り、行動目標や評価時期についてグループメンバーと話し合う。 
⑦ 対象者とともに 1 人ずつ行動目標・支援計画を作成する。 

２ ２週間後 電話B ５ １０  １０ 

３ 電話A ２０ ６０ ６０  
４ 

１か月後 
e-mail B ５ ５  １５ 

５ ２か月後 
電話A 

(中間評価 ) 
２０ ６０ １２０  

６ e-mail B ５ ５  ２０ 

継続的な

支援 

７ 
３か月後 

個別支援 １０ ４０ １６０  

① 生活習慣の振り返りを行い、行動計画の実施状況の確認や必要に応じた支援をする。 
② 中間評価を行う。 
③ 栄養・運動等の生活習慣の改善に必要な実践的な指導をする。 
④ 行動計画の実施状況の確認と確立された行動を維持するために賞賛や励ましを行う。 

評価 ８ ６か月後      ① 身体状況や生活習慣に変化が見られたかについて確認する。 
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ｃ 支援パターン３（継続的な支援において電話、e-mailを中心とした例） 
○受診勧奨者は継続的な支援において個別支援が必要であり、このパターンを用いることはできない。 
 

合計ポイント 
支援の 
種類 

回数 時期 支援形態 
支援 
時間 

（分） 

獲得 
ポイント 支援A 

ポイント

支援B 
ポイント

支援内容 

初回 
面接 

１ ０ 個別支援 ２０    ①  生活習慣と健診結果の関係の理解や生活習慣の振り返り、メタボリックシンドロームや生

活習慣病に関する知識と対象者本人の生活が及ぼす影響、生活習慣の振り返り等から生活

習慣改善の必要性を説明する。 
②  生活習慣を改善するメリットと現在の生活を続けるデメリットについて説明する。 
③  栄養・運動等の生活習慣の改善に必要な実践的な指導をする。 
④  対象者の行動目標や評価時期の設定を支援する。必要な社会資源を紹介し、有効に活用で

きるように支援する。  
⑤  体重・腹囲の計測方法について説明する。 
⑥  生活習慣の振り返り、行動目標や評価時期について対象者と話し合う。  
⑦  対象者とともに行動目標・支援計画を作成する。 

２ ２週間後 e-mail B ５ ５  ５ 

３ 
電話  A 
(中間評

価) 
２０ ６０ ６０  

４ 

１か月後 

e-mail B ５ ５  １０ 

５ e-mail A １ ４０ １００  
６ 

２か月後 
電話B ５ １０  ２０ 

継続的な

支援 
 

７ ３か月後 電話  A ２０ ６０ １６０  

①  生活習慣の振り返りを行い、行動計画の実施状況の確認や必要に応じた支援をする。 
②  中間評価を行う。 
③  栄養・運動等の生活習慣の改善に必要な実践的な指導をする。 
④  行動計画の実施状況の確認と確立された行動を維持するために賞賛や励ましを行う。 

評価 ８ ６か月後      ① 身体状況や生活習慣に変化が見られたかについて確認する。 

 

50



 
標準的な健診・保健指導プログラム（暫定版） 修正案 

 ⑨支援計画及び実施報告書 

  

 ⑩行動計画実施状況把握のためのチェックリストの具体的な例 
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1 保健指導対象者名 ２　保険者名（番号） 番号

3 保健指導機関名（番号）・保健指導責任者名

保健指導支援機関名 番号 保健指導責任者名

4 保健指導レベル

５　保健指導コース名

○

6 保健指導支援期間

7 初回面接による支援の支援形態・実施する者の職種

8 継続的な支援の支援形態・ポイント ９　実施体制表

個別 グループ 電話A 電話B

2 （回） 160 （Ｐ）

0 （回） 0 （Ｐ）

0 （回） 0 （Ｐ）

1 （回） 10 （Ｐ）

0 （回） 0 （Ｐ）

2 （回） 10 （Ｐ）

5 （回） 180 （Ｐ）

10 保健指導の評価

１） 中間評価

計画 個別支援

実施 個別支援

２） ６か月後の評価

計画 個別支援

実施 個別支援

11 行動目標・行動計画

実施する者の職種

実施する者の職種

○

グループ

電話A

電話B

e-mailA

実績

e-mailA e-mailB

合計

①１日３０分間歩く
②体重を毎日測定する
③夜食の回数を週７回から週３回
に減らす

 
 ６ヶ月後に体重を３㎏減少する

3ヶ月（　7月9日～　10月　9日）

ポイント支援形態

個別

平成18年9月10日

平成19年1月9日

平成19年1月9日

行動計画

設定日時

行動目標

計画

積極的支援

支援期間

回数

実施する者の職種

e-mailB

実績

個別　・　グループ

変更理由

 
 ６ヶ月後に体重を３㎏減少する

①１日３０分間歩く
②体重を毎日測定する

○

⑨支援計画及び実施報告書（案）

動機づけ支援

支援形態

予定

予定

3ヶ月

個別　・　グループ

平成18年7月9日

実施年月日 支援形態

実施年月日 支援形態

平成18年9月10日

　行動目標・計画の設定及び
変更

○年○月○日

○

平成18年9月10日（中間評価）

A社

B社

C社

D社

○

○ ○

初回面接時に記入 支援プログラムの終了時時に記入 ６ヶ月評価時に記入
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